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桂枝茯苓丸加薏苡仁

　　配合生薬
薏苡仁（ヨクイニン）、桃仁（トウニン）、桂皮（ケイヒ）、茯苓（ブクリョウ）、
芍薬（シャクヤク）、牡丹皮（ボタンピ）

　　効 能
比較的体力があり、ときに下腹部痛、肩こり、頭重、めまい、のぼせて足冷えなど
を訴える方の次の諸症：にきび、しみ、手足のあれ（手足の湿疹・皮膚炎）、月経不順、
血の道症

　　使用上の注意
服用後、次の症状があらわれた場合は副作用の可能性があるので、直ちに服用を中止し、
医師、薬剤師に相談してください。

皮膚：発疹・発赤、かゆみ
消化器：胃部不快感、下痢等

「血」は全身の組織や器官をめぐり、栄養を
与えているので、めぐりが悪くなると、シ
ミなどの色素沈着になりやすくなります。
また、栄養がいきわたらないと、ザラつき
などの肌あれが現れやすくなります。
「桂枝茯苓丸料加薏苡仁（けいしぶくりょう
がんりょうかよくいにん）」は、「血」のめぐり
を良くして、肌に栄養がいきわたるように
します。

加味逍遙散

　　配合生薬
柴胡（サイコ）、芍薬（シャクヤク）、蒼朮（ソウジュツ）、当帰（トウキ）、茯苓（ブクリョウ）、
山梔子（サンシシ）、牡丹皮（ボタンピ）、甘草（カンゾウ）、生姜（ショウキョウ）、薄荷（ハッカ）
　　効 能
体質虚弱な婦人で、肩がこり、疲れやすくて、精神不安などの精神神経症状、ときに便秘の
傾向のある方の次の諸症：冷え症、虚弱体質、月経不順、月経困難、更年期障害、血の道症

　　使用上の注意
服用後、次の症状があらわれた場合は副作用の可能性があるので、直ちに服用を中止し、
医師、薬剤師に相談してください。

皮膚：発疹・発赤、かゆみ
消化器：吐き気・嘔吐、食欲不振、胃部不快感、悪心、腹痛、下痢等

また、まれに下記の重篤な症状が起こることがあります。その場合は直ちに医師の診療
を受けてください。

肝機能障害：発熱、かゆみ、発疹、黄疸（皮膚や白目 が黄色くなる）、褐色尿、全身のだるさ、
食欲不振等があらわれる。

腸間膜静脈硬化症：長期服用により、腹痛、下痢、便秘、腹部膨満等が繰り返しあらわれる。

偽アルドステロン症、 ミオパチー：手足のだるさ、しびれ、つっぱり感やこわばりに加
えて、脱力感、筋肉痛が あらわれ、徐々に強くなる。

月経異常や更年期障害など、女性特有の症
状によく用いられます。肩がこる、めまい
や頭痛がするなどのほか、のぼせや発汗、
イライラ、不安など、不定愁訴といわれる
多様な心身の不調に広く用いられます。逍
遙とはぶらぶら歩くことを意味しますが、
「加味逍遙散（かみしょうようさん）」もさま
ざまに移り変わる症状に効果があることか
らつけられた名前です。「気」の巡りを整え、
精神を落ち着かせ、リラックスさせてく
れる働きのあるお薬です。



温清飲帰 脾 湯

　　配合生薬
黄耆（オウギ）、遠志 （オンジ）、酸棗仁（サンソウニン）、大棗（タイソウ）、人参（ニ
ンジン）、当帰（トウキ）、白朮（ビャクジュツ）、甘草（カンゾウ）、茯苓（ブクリョウ）、
生姜（ショウキョウ）、竜眼肉（リュウガンニク）、木香（モッコウ）

　効 能
虚弱体質で血色の悪い人の次の諸症： 貧血、不眠症

　使用上の注意
服用後、次の症状があらわれた場合は副作用の可能性があるので、直ちに服用を中止し、
医師、薬剤師に相談してください。

皮膚：発疹・発赤、かゆみ
消化器：食欲不振、胃部不快感、悪心、腹痛、下痢等

また、まれに下記の重篤な症状が起こることがあります。その場合は直ちに医師の診療
を受けてください。

偽アルドステロン症、 ミオパチー：手足のだるさ、しびれ、つっぱり感やこわばりに加えて、
脱力感、筋肉痛が あらわれ、徐々に強くなる。

　　配合生薬
地黄（ジオウ）、芍薬（シャクヤク）、川芎（センキュウ）、当帰（トウキ）、黄芩（オウゴン）、
黄柏（オウバク）、黄連（オウレン）、山梔子（サンシシ）

　　効 能
体力中等度で、皮膚はかさかさして色つやが悪く、のぼせる方の次の諸症：月経不順、
月経困難、血の道症、更年期障害、神経症、湿疹、皮膚炎

　　使用上の注意
服用後、次の症状があらわれた場合は副作用の可能性があるので、直ちに服用を中止し、
医師、薬剤師に相談してください。

消化器：吐き気・嘔吐、食欲不振、胃部不快感、悪心、腹痛、下痢等

また、まれに下記の重篤な症状が起こることがあります。その場合は直ちに医師の診療
を受けてください。

間質性肺炎：階段を上ったり、少し無理をしたりす ると息切れがする・息苦しくなる、
空せき、発熱等がみられ、これらが急に あらわれたり、持続したりする。

肝機能障害：発熱、かゆみ、発疹、黄疸（皮膚や白 目が黄色くなる）、褐色尿、全身のだるさ、
食欲不振等があらわれる。

腸間膜静脈硬化症：長期服用により、腹痛、下痢、便秘、 腹部膨満等が繰り返しあらわれる。

「温清飲（ウンセイイン）」の温は「冷えを
温める」効能、清は「熱をさます（清める、
清熱する）」効能を示しています。本方が
温める当帰（トウキ）と、冷やす黄連（オ
ウレン）を主薬とすることに由来します。
肌の色ツヤが悪く、手足の裏がほてるタイ
プの湿疹、生理不順、神経症などに用いま
す。仕事や体を動かす午後あるいは夕方か
ら疲れが出始め、疲れると手足の裏がほて
り、肌の色ツヤも悪くなり、精神的に興奮
しやすく、落ち着きがなくなるうような方
に適します。

「心脾両虚（しんぴりょうきょ）」という、
心と胃腸が弱っている時に使う漢方薬で
す。元気の源である胃腸を丈夫にし、「気」
と「血」を補います。心配性の人にとても
よく効く漢方薬で、他にも不安や緊張感を
やわらげ、睡眠の質を改善してくれます。


